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 2016年 12月 23-24日、札幌市で北海道本

部春闘討論集会が開催されました。上川総

支部からは 3名の参加がありました。 

 この集会には、北海道職員だけではなく、

全道の自治体などで働く青年が多く集まり

ました。 

 始めに道本部自治体政策部根本次長から

講演を受けました。根本さんからは「この

間、06年の給与構造改革、14年の給与制度

の総合的見直しにより地方公務員の賃金は

減らされているが、国家公務員は手当とい

う形で賃金水準を守られ、地方との差が拡

がった」「自分たちの賃金の仕組みを学習

し、賃金にこだわって青年部運動に取り組

んでいこう」と話しがありました。 

 その後、分散会が実施され、上川総支部の

参加者が参加した分散会では「消防職場で

は、救急に必要な人員数が確保されていな

いので、応援が到着するまで、出動ができな

いので、命に関わるかもしれず不安に思っ 

ている」「『保健師は頑張るのが当たり前』と

いった上司の発言から時間外勤務が当たり

前になっている」「職場内の人間関係が悪

く、聞きたいことがあっても聞きづらい」と

いった実態が話されました。 

 最後に、道本部斉藤青年部長から「私たち

が安心して働き続けられる職場環境に向

け、多くの仲間を巻き込んだ組織強化をは

かろう」と集約されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賃金にこだわって運動に取り組もう！！ 

北海道本部春闘討論集会が開催されました！！ 

分散会では、それぞれの職場実

態を知り、みんなで改善に向け

て意見を出し合えたりしたの

で、貴重な経験になりました。 

 

 参加者の感想 


